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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
マウスのFv-4と呼ばれるマウス白血病ウイルスに対する抵抗性遺伝子は,受容体をウイルス粒子と競
合することにより作用すると考えられている｡この遺伝子は優性遺伝子で,Fv-4がヘテロのマウスもウ
イルス感染に対して完全な抵抗性を示す｡しかし,invivoにおける現象とは対照的に,invitroにおいて
は,この抵抗性は必ずしも顕著でない｡申請者は,Fv-4を有するマウスのinvivoにおける抵抗性発現へ
の免疫系の関与を検討するため,Fv-4遺伝子を交配によりヌードマウスに導入した｡その結果,Fv-4ヘ
テロのヌードマウスはウイルスに感受性で,Fv-4ホモのヌードマウスのみがウイルス抵抗性であった｡
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フローサイトメトリーによる検索で,Fv-4の発現はホモ及びへテロの両マウスにおいて確認された｡
Fv-4遺伝子は,ヌードマウスでは劣性遺伝子として働くことより,Fv-4による抵抗性形質の発現には,
免疫系の関与があることが示唆された｡
本研究は,ウイルス性疾患に対する遺伝子治療法開発の,基礎的研究に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成8年12月25日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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